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-一

国

立

劇

場

の

一

歌

舞

伎

と

と

も

に

伝

統

芸

能

の

大

き

な

遣

産

で

あ

る

文

楽

も

ま

た

、

国

立

劇

場

か

そ

の

本

公

演

の

場

と

な

っ

て

か

ら

は

若

い

観

客

の

支

持

が

大

変

に

ふ

え

、

ま

た

海

外

の

公

演

で

世

界

的

に

そ

の

声

価

が

上

が

っ

て

き

た

こ

と

は

喜

ば

し

い

こ

と

で

あ

る

が

、

い

っ

ぽ

う

そ

の

後

継

者

の

養

し
よ
・
↓
び

成

と

い

う

こ

と

が

焦

眉

の

急

と

な

っ

て

い

る

。

技

芸

員

の

数

が

、

太

夫

十

七

人

、

三

味

線

二

十

人

、

人

形

三

十

人

と

い

う

心

細

い

状

況

で

あ

っ

て

は

、

文

楽

の

将

来

の

た

め

寒

心

に

堪

え

な

い

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

た

め

国

立

劇

場

で

は

、

本

年

度

か

ら

の

新

事

業

と

し

て

予

算

額

約

一

千

四

百

万

円

、

文

楽

協

会

と

共

催

し

て

左

の

内

容

で

文

楽

の

研

修

生

を

公

募

し

た

。

応

募

資

格

中

学

卒

業

以

上

二

十

三

歳

ま

で

の

男

子

募

艇

人

員

太

夫

・

三

味

線

・

人

形

計

約

十

名

研

修

期

間

昭

和

四

十

七

年

五

月

一

日

か

ら

昭

和

四

十

九

年

―

―

―

月

一

二

十

一

日

ま

で

三

月

か

ら

募

集

を

始

め

て

、

開

い

合

わ

せ

六

十

一

名

、

出

願

者

二

十

一

名

、

受

験

者

二

十

名

、

合

格

者

十

三

名

、

受

講

者

十

一

名

と

い

う

状

況

で

あ

[

に

o
試

験

は

四

月

二

+

八

日

、

国

立

劇

場

役

員

、

文

楽

技

芸

員

そ

の

他

の

試

験

委

員

に

よ

っ

て

行

な

わ

れ

、

五

月

十

日

研

修

開

講

式

を

行

か

っ

た

。

研

修

は

開

講

と

同

時

に

開

始

さ

れ

、

各

種

坐

学

の

ほ

か

、

実

技

は

竹

沢

弥

七

指

導

の

三

味

線

奏

法

、

野

沢

松

之

輔

指

導

の

浄

瑠

璃

が

始

ま

っ

た

。

研

修

生

が

三

番

曳

の

め

り

や

す

を

弾

き

御

祝

儀

橋

弁

慶

で

声

を

出

し

て

い

る

姿

は

、

熱

気

を

は

ら

ん

で

修

行

の

き

び

し

さ

を

物

語

る

。

二

年

間

の

研

修

科

目

は

f

三

味

線

・

義

太

夫

。

地

唄

・

三

曲

（

琴

・

胡

弓

・

三

味

線

）

・

地

咀

舞

・

作

法

・

人

形

の

解

説

と

実

技

。

人

形

浄

瑠

璃

史

。

上

方

文

化

史

・

院

本

講

読

。

そ

の

他

で

あ

る

が

p

こ

れ

ら

は

あ

く

ま

で

も

研

修

生

が

文

楽

の

技

芸

員

に

な

る

た

め

の

基

礎

教

育

を

行

な

う

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

る

。

研

修

は

国

立

劇

場

で

行

な

う

が

、

年

四

回

（

本

年

度

は

三

回

）

の

大

阪

本

公

演

期

間

中

け

大

阪

で

研

修

を

行

な

う

こ

と

に

な

る

。

溝

師

は

、

歌

舞

伎

の

場

合

と

同

様

一

流

で

、

（

三

味

線

）

鶴

沢

寛

治

・

野

沢

喜

左

衛

門

野

沢

松

之

輔

。

竹

沢

弥

七

野

沢

勝

太

郎

・

鶴

沢

重

造

（

義

太

夫

）

竹

本

越

路

大

夫

。

竹

本

津

大

夫

〈

人

形

）

吉

田

栄

―

―

-

。

桐

竹

亀

松

吉

田

玉

男

・

桐

竹

勘

十

郎

裕

で

あ

る

。

こ

れ

ら

国

の

宝

と

も

い

う

べ

き

講

師

に

至

れ

り

尽

く

せ

り

の

指

導

を

受

け

ら

れ

る

研

修

生

は

、

ま

こ

と

に

恵

ま

れ

た

学

生

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

。研

修

開

始

後

六

カ

月

以

内

に

、

六

か

月

の

研
文

楽

養

成

，

｛

し

文

楽

の

し

て

り

紅

性

を

審

査

し

正

式

に

合

格

・

不

合

格

を

決

定

す

る

。

そ

し

て

二

年

間

の

研

修

を

修

了

し

た

者

は

、

文

楽

協

会

に

所

属

す

る

こ

と

に

な

る

。

伝

統

芸

能

の

後

継

者

養

成

は

、

国

立

劇

湯

の

い

つ

て

あ

心

か

、

歌

脚

伎

と

こ

の

文

楽

の

扱

継

者

養

成

の

事

梨

ガ

確

立

し

た

こ

と

て

国

立

劇

場

の

仕

事

は

大

き

く

前

進

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。
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